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神戸女子大学履修規程 

（目 的） 

第１条 本学における授業科目の履修は、神戸女子大学学則（以下「学則」という。）及びこの

規程に定めるところによる。 

（授業科目） 

第２条 本学における授業科目は、学則第 20 条及び第 21 条に定められたものとする。 

（単位の計算方法） 

第３条 授業科目の単位は、学則第 22 条の規定に基づき計算するものとする。 

２ 講義及び演習については、15 時間の授業をもって 1 単位とする。ただし、演習については、

教育上必要があると認める場合には、30 時間の授業をもって 1 単位とすることができる。 

３ 実験、実習及び実技については、30 時間の授業をもって 1 単位とする。ただし、教育上必要

があると認める場合には、45 時間の授業をもって 1 単位とすることができる。また、これによ

らない授業科目とその単位の計算方法については、別表第 1 に定めるとおりとする。 

４ 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち 2 以上の方法の併用により

行う場合については、その組み合わせに応じ、別に定める時間の授業をもって 1 単位とし、別

表第 2 に定めるとおりとする。 

（授業科目の履修） 

第４条 学生は、履修しようとする授業科目を、学則第 23 条の定めるところにより、所定の手

続きに従い届け出なければならない。 

２ 既に単位を修得した授業科目を、再び履修することはできない。 

（履修登録単位数の上限） 

第５条 1 年間に登録できる単位数の上限は、各学科の定めるところによる。 

（欠席の取扱） 

第５条の２ 学生は前条により履修の届出を行った授業科目に出席しなければならない。 

２ 病気又はその他やむを得ない事由により授業科目を欠席するときは、所定の手続きに従い届

け出なければならない。 

３ 次の各号の一に該当する事由により授業科目を欠席する場合は、これを欠席として扱わない。 

（1）忌引として別に定める日数 

（2）学校保健安全法第 19 条に定める出席停止又はこれに類する措置を大学が指示した場合 

（3）特別な事情により大学が出席不能と判断した場合 

（履修の取消） 

第６条 他の学生に迷惑の及ぶ行為のあった場合、その他履修に支障があると判断した場合は、

当該授業科目の履修を取り消すことがある。 

（単位の認定） 

第７条 学則第 26 条に基づき、単位修得の認定は筆記試験、レポート試験、実験・実習、課題・

作品提出、受講態度等担当教員が授業計画書（シラバス）に示した方法により総合的に行って

評価した最終評価による。 
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２ 次の各号のいずれかに該当する者は、評価を受けることができない。 

（1）評価を受ける科目の履修登録をしていない者 

（2）授業出席回数が、授業回数の 3 分の 2 未満で、教員から無資格の判定があった者 

（3）授業料その他の学納金未納の者 

（成績評価の基準） 

第８条 成績の評価は、次の基準によるものとし、学則第 29 条の規定により「可」以上の評価

に単位を与えるものとする。 

（平成 20 年度以前入学生） 

評点の範囲 評価 判定 

80 点以上 

65 点以上，80 点未満 

60 点以上，65 点未満 

優 

良 

可 

合 格 

60 点未満 不可 不合格 

（平成 21 年度～平成 25 年度入学生） 

評点の範囲 評価 判定 

80 点以上 

70 点以上，80 点未満 

60 点以上，70 点未満 

優 

良 

可 

合 格 

60 点未満 不可 不合格 

（平成 26 年度以降入学生） 

評点の範囲 評価 判定 

90 点以上 

80 点以上，90 点未満 

70 点以上，80 点未満 

60 点以上，70 点未満 

秀 

優 

良 

可 

合 格 

60 点未満 不可 不合格 

 

（不正行為者の科目の取り扱い） 

第９条 試験（レポートを含む）において不正行為のあった場合は、その期に履修したすべての

科目に単位を与えない。 

（規程の改廃） 

第10条 この規程の改廃は、部局長等会議の意見を聴き学長が行う。ただし、学長は、改廃に当

たり教授会の意見を聴くことができる。 

附 則  

この規程は平成 21 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則  

この規程は平成 21 年 9 月 24 日から施行する。 
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附 則  

この規程は平成 23 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則  

１ この規程は平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この規程の施行前に在学する学生については、なお、従前の例による。 

附 則  

１ この規程は平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この規程の施行前に在学する学生については、なお、従前の例による。 

附 則  

１ この規程は平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則  

１ この規程は平成 27 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この規程の施行前に在学する学生については、なお、従前の例による。 

附 則  

１ この規程は平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

２ この規程の施行前に在学する学生については、なお、従前の例による。 
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別表第１（第３条関係） 

授 業 形

態 

１単位当たりの授業時

間数 
授業科目名 

演習 ３０時間 

器楽Ⅰ 

器楽Ⅱ 

器楽Ⅲ 

器楽Ⅳ 

保育実習指導Ⅰ（保育所） 

保育実習指導Ⅰ（施設） 

保育実習指導Ⅱ 

保育実習指導Ⅲ 

実習 

４０時間 

保育実習Ⅰ 

保育実習Ⅱ 

保育実習Ⅲ 

栄養教育実習 

介護福祉実習Ⅰ（老人保健施設） 

介護福祉実習Ⅱ（在宅介護） 

コミュニティ看護実習Ⅰ 

コミュニティ看護実習Ⅱ（老年） 

公衆衛生看護活動論実習 

公衆衛生看護管理論実習 

医療看護実習Ⅰ 

医療看護実習Ⅱ（精神） 

医療看護実習Ⅱ（急性期） 

医療看護実習Ⅱ（慢性期） 

成育看護実習Ⅰ 

成育看護実習Ⅱ（小児） 

成育看護実習Ⅱ（母性） 

助産学実習 

総合実習（地域・在宅） 

４２．６時間 介護福祉実習Ⅲ（老人福祉施設） 

４３．２時間 精神保健福祉援助実習 

※事前事後指導の時間数は、演習科目扱いとする。 
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別表第２（第３条関係） 

授業形態 1 単位当たりの授業時間数 授業科目名 

講 習  14 時間 
保育学（実習及び家庭看護論を含む） 

実 習  2 時間 

 

授業形態 1 単位当たりの授業時間数 授業科目名 

講 習  14 時間 
住居計画学（製図を含む） 

実 習  2 時間 
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授業形態 1 単位当たりの授業時間数 授業科目名 

演 習 15 時間 
課題探究 

実 習 20 時間 


